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１ 経営戦略の策定に当たって（経営戦略策定の趣旨） 

観光施設事業は、地方財政法施行令（昭和２３年政令第２６７号）第４６条第１１

号に規定する観光を目的とする施設の設置・運営事業をいい、国民宿舎等の「休養宿

泊施設事業」、「索道事業」及び温泉施設等の「その他観光施設事業」があります。 

観光施設事業は、地域資源を活かした地域振興や雇用確保、地理的・社会的条件な

ど様々な要件があることから、公営で実施されています。 

しかし、施設そのものの必要性及び公営企業での運営の適否についても十分に検討

することが必要です。 

このような状況を踏まえ、地方公営企業として存続させる場合には、将来にわたっ

て安定的に事業を継続していくための中長期的な基本計画である「経営戦略」を策定

し、計画的な経営を行っていくことが重要です。経営戦略の中心となる「投資・財政

計画」は、施設・設備に関する投資の見通しを試算した「投資試算」と料金収入や企

業債などの財源の見通しを試算した「財源試算」を構成要素とし、投資以外の経費も

含めた上で、収入と支出が均衡するようにする必要があります。 

なお、「経営戦略」については、「経済・財政再生計画」（経済財政運営と改革の基本

方針２０１５（平成２７年６月３０日閣議決定）第３章をいう。）に基づき、松本市上

高地観光施設事業では、令和２年度から令和１１年度までを対象期間とする経営戦略

を令和元年度に策定しましたが、アフターコロナによって社会情勢や観光需要が大き

く変化したため、令和８年度以降の投資・財政計画について見直しを図るものです。 

 

 

 
出典：「公営企業の経営に当たっての留意事項について」 

（平成２６年８月２９日付 総務省自治財政局公営企業課長等通知）の概要  
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２ 事業の概要 

  上高地観光施設事業は、地方財政法施行令第４６条第１１号に規定する観光を目的

とする施設の運営事業です。本事業は、「上高地アルペンホテル」、「上高地食堂」、

「徳沢ロッヂ」及び「焼岳小屋」の４施設を運営している事業であり、観光サービス

の提供だけでなく、災害発生時に対応する役割も担っています。 

 

（１）各施設の状況 

 

ア 上高地アルペンホテル 

（ｱ）沿革等 

上高地アルペンホテルは、昭和２９年に村営ホテルとして供用開始しました。

上高地のシンボルである河童橋エリアに位置し、優良なロケーションを背景に 

宿泊、入浴、食事等のサービスを提供しています。 

平成２７年度から３期に分け全面改修工事を実施し、平成３０年度にリニュー 

アルオープンしました。 

 

（ｲ）施設の概要 

上高地アルペンホテルの施設の概要は次のとおりです。         

客室の種類 部屋数と収容人員 

和室 ８部屋 ４５名 

洋室 １０部屋 ３２名 

和洋室 ５部屋 ２３名 

相部屋ベッド室 ４部屋 ３４名 

合計 ２７部屋 １３４名 

 

（ｳ）料金 

上高地アルペンホテルの料金形態（令和７年度）は次のとおりです。 

※ 令和３年度からシーズナリティを導入し、毎年料金形態を見直し、誘客の 

強化を図っています。 

                 【１泊２食 税込】 

タイプ 

料金パターン 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

2 名 3 名 4 名 2 名 3 名 4 名 2 名 3 名 4 名 2 名 3 名 4 名 2 名 3 名 4 名 

ツイン 25,300 24,200  27,500 26,400  29,700 28,600  31,900 30,800  34,100 33,000  

和洋室 25、300 24,200 22,000 27,500 26,400 24,200 29,700 28,600 26,400 31,900 30,800 28,600 34,100 33,000 30,800 

トリプル 24,200 23,100 20,900 26,400 25,300 23,100 28,600 27,500 25,300 30,800 29,700 27,500 33,000 31,900 29,700 

和室 24,200 23,100 20,900 26,400 25,300 23,100 28,600 27,500 25,300 30,800 29,700 27,500 33,000 31,900 29,700 

※ シングルユース（１名利用）については、Ａ期間に限り予約可…＋5,500円 

※ 季節・曜日によりＡ～Ｅまでの料金変動あり。 
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イ 上高地食堂 

（ｱ）沿革等 

上高地食堂は昭和４０年に供用開始し、その後、平成１６年度に改修工事を 

実施し、平成１７年度に観光センターでの供用が開始され現在に至っています。 

 観光センター内で食事、休憩、物販のサービスを提供しています。 

 

（ｲ）施設の概要 

上高地食堂は上高地観光センター（鉄骨造２階建）の２階に食堂と土産物を扱 

う売店、１階にソフトクリームや名物の河童焼きなどを販売する売店があり、食 

堂の収容人数は８０名となっています。 

また、松本市と株式会社コロンビアスポーツウェアジャパンとの山岳観光の振 

興に関する連携協定の一環として、令和５年度から売店内においてコロンビア商 

品の販売を始めました。 

 

ウ 徳沢ロッヂ 

（ｱ）沿革等 

徳沢ロッヂは昭和５４年に供用を開始し、奥上高地を訪れる観光客、登山客を

対象に設置され、宿泊、入浴、食事、物販のサービスを提供しています。平成２７

年度に全面改修工事のため休業し、平成２８年度からリニューアルオープンしま

した。 

 

（ｲ）施設の概要 

徳沢ロッヂの施設の概要は次のとおりです。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｳ）料金 

徳沢ロッヂの料金形態は次のとおりです。（下段：休前日除く閑散期） 

【１泊２食 税込】 

部屋 
２名利用 ３名利用 ４名利用 

通常料金 通常料金 通常料金 

和室 
全室 

ベランダ付 

20,000円 

(19,000円) 

19,500 円 

（18,500 円） 

19,000円 

（18,000円） 

洋室 小窓 
21,000円 

（20,000円） 

20,500 円 

（19,500 円） 

19,500円 

（18,500円） 

客室の種類 部屋数と収容人員 

和室 ３部屋 １４名 

洋室  小窓 
ベランダ付 

ベランダ、トイレ付 

２部屋 

１５名 １部屋 

１部屋 

相部屋ベッド室 ４部屋 ３０名 

談話室（相部屋に変更可能） １部屋 ― 

合 計 １２部屋 ５９名 
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ベランダ付 
22,000円 

（21,000円） 

21,500 円 

（20,500 円） 

20,500円 

（19,500円） 

ベランダ、トイレ付 
24,000円 

（23,000円） 

23,000 円 

（22,000 円） 
― 

相部屋 
15,000円 

（14,000円） 

 

エ 焼岳小屋 

（ｱ）沿革等 

焼岳小屋は、昭和４３年に供用を開始し、主として、焼岳への登山客を対象 

に設置され、宿泊、物販、トイレを提供しています。 

 

（ｲ）施設の概要 

焼岳小屋の概要は次のとおりです。 

・和室 １室、売店（収容人員 ２５名） 

 

（ｳ）料金 

焼岳小屋の料金形態は次のとおりです。 

    ・１泊２食：１１，５００円（税込） 

     ・素泊まり： ９，５００円（税込） 

 

オ 組織 

  本事業は、松本市総合戦略局アルプスリゾート整備本部で所管しています。 

なお、それぞれの施設の従業員数は次のとおりです。  

施設名 従業員数 

上高地アルペンホテル ２３名 

上高地食堂 １４名 

徳沢ロッヂ ６名 

焼岳小屋 ※ 

※ 焼岳が活火山であることから、有事の際、地形、気候等を熟知している者に 

平成１６年度から業務委託しています。 

 

（２）経営分析 

上高地全体の入込客数と宿泊客数の推移は次のとおりです。 

入込客数については、令和２年度から令和３年度にかけて新型コロナウイルス感

染症の影響により全国的に緊急事態宣言が発令された事で、大きく落ち込みました。 

令和４年度以降、徐々に客足も戻り、令和５年度以降はコロナ明けによるインバ

ウンド需要の回復、円安等により上高地全体の入込客数は大きく増加し、宿泊客数

も上昇傾向となっています。 
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【上高地全体の入込客数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上高地全体の宿泊客数の推移】 
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ア 上高地アルペンホテル 

（ｱ）利用者数の推移 

新型コロナウイルス感染症により令和２年度から令和３年度にかけて利用客

が激減しましたが、令和４年度以降は徐々に客足が戻り、現在はコロナ前の令和

元年度を上回る水準まで回復しました。 

 

 

 

（ｲ）料金収入の推移 
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イ 上高地食堂 

（ｱ）利用者数の推移 

新型コロナウイルス感染症により令和２年度から令和３年度にかけて利用客 

が激減しましたが、令和４年度以降は徐々に客足が戻り、現在はコロナ前の令和

元年度を上回る水準まで回復しました。 

なお、本施設は日帰り施設であるため、上高地の入込状況に比例する傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｲ）料金収入の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39,642 

48,589 

79,262 

117,121 

137,886 

35,000

55,000

75,000

95,000

115,000

135,000

155,000

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

（人）

40,918 

52,786 

88,938 

165,587 

200,160 

35,000

55,000

75,000

95,000

115,000

135,000

155,000

175,000

195,000

215,000

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

（千円）



  

8 

 

ウ 徳沢ロッヂ 

（ｱ）利用者数の推移 

上高地アルペンホテルと同様、新型コロナウイルス感染症により令和２年度か 

ら令和３年度にかけて利用客が激減しましたが、令和４年度以降は徐々に客足が 

戻り、現在はコロナ前の令和元年度を上回る水準まで回復しました。 

 なお、入込みについては、本施設は主に登山客をターゲットとしているため、 

気象予報に大きく左右される傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｲ）料金収入の推移 
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エ 焼岳小屋 

（ｱ）利用者数の推移 

平成２６年度の利用者数（１，１３５人）をピークに、同じ活火山である御嶽 

山の噴火災害等の理由から、右肩下がりに利用者が減少しました。 

令和４年度には焼岳の噴火警戒レベルが１から２に引き上げられ、また、令和 

６年度には気象庁から発表された臨時の解説情報により営業期間の短縮を余儀 

なくされるなど、安定した集客を維持するのは困難となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｲ）料金収入の推移 
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オ 過去５年間の経営状況及び経営指標（令和２年度から令和６年度まで） 

松本市上高地観光施設事業は、地方公営企業法を全部適用し、運営しています。 

過去の損益の状況や資産・負債等は次のとおりです。 

                             （単位：千円） 
 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

１ 収益的収支      

  

（１）総収益 

（Ａ） 

（（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）） 

185,589 211,849 340,474 494,058 573,972 

   ア 営業収益（Ｂ） 171,733 203,712 335,027 491,261 571,047 

   イ 営業外収益（Ｃ） 13,856 8,137 5,447 2,668 2,925 

  ウ 特別利益（Ｄ） － － － 129 － 

  

（２）総費用 

（Ｅ） 

（（Ｆ）＋（Ｇ）＋（Ｈ）） 

250,659 276,105 344,420 470,562 485,926 

   ア 営業費用（Ｆ） 243,642 267,046 327,556 403,376 455,611 

   イ 営業外費用（Ｇ） 7,017 9,059 16,864 26,788 30,315 

  ウ 特別損失（Ｈ） － － － 40,398 － 

  
（３）当年度純利益 

（Ｉ）（（Ａ）－（Ｅ）） 

△65,070 △64,256 △3,946 23,496 88,046 

２ 資本的収支      

  （１）資本的収入（Ｊ） 1,600 87,600 － － － 

  （２）資本的支出（Ｋ） 32,530 41,379 44,435 54,182 125,977 

  
（３）収支差引 

（Ｌ）（（Ｊ）－（Ｋ）） 
△30,930 46,221 △44,435 △54,182 △125,977 

令和２年度から令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、単年度収支 

は赤字決算となっています。 

令和５年度以降は、コロナ禍からの回復と円安等の理由により、外国人観光客をはじ

め利用客が増加し、さらに、客単価の見直しや経費削減を行った事で、５年ぶりの黒字

決算に転換しました。 

 

カ 経営比較分析表による分析 

平成２８年度決算から観光施設事業を対象として経営比較分析表が作成・公表

されています。経営比較分析表は、各公営企業の経営及び施設の状況を表す主要

な経営指標とその分析で構成される分析表です。 

経営比較分析表は、複数の経営指標について、過去５年間の自企業の経営指標と

類似団体の経営指標の平均をグラフで示し、それについて各企業がコメントを記載

したものを公表することとなっています。本事業においても経営比較分析表を作成

しています。詳細は、別表３から別表６をご参照ください。 
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（３）施設を取り巻く環境等 

ア 上高地アルペンホテル 

上高地アルペンホテルは、上高地バスターミナルから徒歩２０分圏内、上高地 

右岸道沿いにある施設です。 

周辺には河童橋、ウェストン碑など観光客が多く訪れる観光資源があり、宿泊

だけでなく入浴、食事など様々なニーズがある施設と言えます。近隣には民間の

宿泊施設を含め多くの営業施設が点在し、近年はそれぞれの施設で「外国人」や

「温泉」などターゲットを明確にした経営も行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左：外観、写真右：ロビー） 

 

イ 上高地食堂 

上高地食堂は、上高地観光センター内の施設で２階に食堂、１階には売店が 

あり上高地を訪れる観光客に食事、休憩、物販サービスを提供しています。 

河童橋周辺にも民間の食堂が点在していますが、上高地の玄関口という立地 

を活かした上高地の拠点となる施設として多くの集客を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左：外観、写真右：食堂） 
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ウ 徳沢ロッヂ 

徳沢ロッヂは、奥上高地「徳沢」にある宿泊施設です。上高地バスターミナ 

ルから徒歩で約２時間の場所にあり、涸沢や奥穂高岳、槍ヶ岳等、北アルプス 

の山々を目指す多くの登山客や観光客が訪れる憩いの宿として営業を行ってい 

ます。 

徳沢キャンプ場や井上靖の小説『氷壁』の舞台となった施設が近隣にあり、 

施設周辺でも季節ごとに植物を楽しめる立地となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左：外観、写真右：ラウンジ） 

 

エ 焼岳小屋 

焼岳小屋は、北アルプス唯一の活火山である焼岳の山頂直下にある山小屋であ 

り、訪れる登山者に宿泊、休憩等のサービスを提供しています。 

上高地の田代橋から約３時間の場所にあり、周辺には同種のサービスが可能な

施設はありません。また、焼岳小屋は災害時における避難促進施設として指定さ

れており、公益的な役割も担う山小屋となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左：外観、写真右：１階休憩室） 
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３ 経営の基本方針等 

（１）経営の基本方針 

   本事業は、地域協働の観光施設として、また、本市の観光戦略を直接実現する最 

前線の観光事業施設として、日本全国から上高地を訪れる観光客のみならず、松本 

市民の利用促進も図っています。 

経営戦略を策定した令和元年度までの上高地全体の入込客数は、毎年約１２０万 

  人で推移していましたが、その後の新型コロナウイルス感染症の影響により、全国 

的に緊急事態宣言が発令され、社会情勢に多大なる影響を及ぼしたことで、上高地 

への入込みも減少し、令和２年度から令和３年度は大幅な赤字決算となりました。 

このことから、将来起こり得る災害等のリスクに備えるとともに、施設の老朽化 

に伴う改修費の増大を見据えて、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図り、 

将来にわたり安定したサービスの提供をしていくため、健全経営を図ります。 

加えて、上高地には、上高地観光施設事業以外に民間事業者による多くの宿舎が 

存在していることから、公的な機関が運営する観光施設としての立ち位置に留意す 

ることで、民業圧迫とならないよう「公的施設」として配慮した料金設定の実現を 

図ります。 

また、これらの施設は、自然公園法に基づく国立公園事業として、本来は国が実 

施すべき事業を地方自治体や民間事業者が認可を受けることで事業を執行できる制度 

により、経営を行っています。 

このような制度であることから、上高地の全ての宿舎は公的な役割を担っており、 

多くの任意団体を設立することで、上高地の管理運営に対して主体的に取組みを 

進めてきました。 

しかし、近年の来訪者の多様化に起因する山岳域における遭難件数の増加、野生 

  生物対策等の課題に対して、資金や人材等の不足により任意団体による課題解決が 

困難となっています。 

このことから、管理運営組織の設立や利用者負担制度などの財源確保の検討が始 

まっており、それに伴い公営企業の役割も見直されていくことが想定されます。 

今後、上高地全体の管理運営の在り方に合わせて、本市としての施設の在り方を 

検討していきます。 

 

ア 上高地アルペンホテル 

「上高地アルペンホテル」は、本事業の基幹施設であり、岳都松本のシンボル 

的存在として営業しています。 

   改修以前の施設は築２０年以上経過し、サービスも顧客のニーズに十分に応え 

られていない状況でした。こうした状況から平成２４年度に実施した経営診断に 

基づき、下記の基本コンセプトでの経営を目指してきました。 

  （ｱ）山岳リゾートホテルとしての雰囲気作り 

  （ｲ）個人客中心の商品開発強化（女性、シニア層向けの商品開発） 

   （ｳ）会議室を活用した商品開発（会議や会食の積極的な誘致） 

  （ｴ）低稼働期の誘客強化 
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改修後は和室がメインだった客室を洋室化し、館内の Wi-Fi（ワイファイ） 

サービスの提供を行い、インバウンド等への対応に取り組みました。また、開放

感あふれるロビーをイベント等で積極的に活用し、山岳地域内にありながらも、

リゾートホテルとしての雰囲気も利用者に楽しんでいただけるようなサービス

の提供に努めています。 

 

イ 上高地食堂 

上高地食堂は、上高地の玄関口でもある上高地バスターミナル付近に立地して 

おり、観光、登山に訪れた多くの人々を迎えています。 

食堂での飲食サービスの提供だけでなく、土産物や軽食も販売する売店も併設 

して営業しています。売店では、外国人観光客の来訪も多いことから、免税店とし

ての機能も持たせています。 

上高地の入込数に左右される部分も大きいですが、上高地の玄関口で最初に観光

客を迎える飲食店・売店として、利用客のニーズに添ったメニュー展開、サービス

提供を心掛けています。 

 

ウ 徳沢ロッヂ 

徳沢ロッヂは、上高地の深部に立地し、北アルプスを目指す登山客のみならず、

多くの観光客を迎えています。 

平成２７年度に改修工事のため１年間休業し、「安く泊まれる公営山小屋」から

「リーズナブルな金額でぜひ泊まりたい宿へ」をコンセプトに平成２８年度から

リニューアルオープンしました。 

周辺施設に徳沢キャンプ場もあることから、従来の登山者向けの宿泊サービス

にとどまらず、宿泊者以外の食事利用を促すため、軽食の提供、外来入浴サービス

の提供も積極的に行っています。 

天候等により、利用客数が左右される部分も大きいですが、登山客、観光客、そ

れぞれに満足いただけるサービスの提供を今後も目指します。 

 

エ 焼岳小屋 

焼岳小屋は、北アルプス唯一の活火山である焼岳の山頂直下にあり、登山者の 

宿泊及び立寄り場所のみならず、遭難防止や救助等においても重要な役割を担っ 

ています。 

また、焼岳が活火山であることから、災害対応を担える経験を持った常駐の管理 

人が必要であるため、外部に管理業務を委託しています。 

  現施設の建設から５０年以上が経過して老朽化が顕著であり、令和２年度 

（２０２０年度）以降の改築を計画していましたが、工事費用の高騰により、改築

計画を凍結しています。 

 

（２）事業の意義、提供するサービス自体の必要性 

本事業は松本市の直営施設として、地域と関わる場としての役割を持っています。

上高地アルペンホテルは、松本市の指定避難所となっており、観光サービスの 
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  提供だけでなく、災害発生時に迅速に対応するための重要な役割も担っています。 

上高地食堂は、上高地内の団体、民間企業と共に上高地観光センター内で営業 

  している施設であり、行政と地域の接点として長年、大きな役割を果たしてきました。 

また、松本市の指定避難所となっており、サービスの提供だけでなく、災害発生 

時に迅速に対応するための重要な役割も担っています。 

 

（３）公営企業として実施する必要性 

日本のみならず、国際的にもそのブランドイメージが定着している「上高地」と

いう場所にあって、市町村合併以前から、行政による「直営」施設が存在しているこ

とは、地元に大きな安心感と信頼感を与えています。 

災害時の状況確認や現場対応をする際にも、行政と地域の接点があることは重要

であり、今後も「公営企業による経営」を維持していきます。 
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４ 投資・財政計画（収支計画）※詳細な数値は別表のとおり 

（１）投資・財政計画（収支計画）の策定について 

ア 投資・財政計画（収支計画）のポイント  

（ｱ）収益的収支 

今回の見直し後の計画期間の総収益は、約５億６，０５１万円から約 

６億１，２２８万円の間で推移し、総費用は、約４億９，９９３万円から約 

５億１，１５３万円の間で推移する見込みです。 

経営戦略策定直後から、新型コロナウイルス感染症の影響により、営業収益が

大きく落ち込み、一時は営業資金が不足する事態となりましたが、令和３年度末

に松本市一般会計から８，７６０万円の借入れを行い営業を継続することがで

きました。 

新型コロナウイルス感染症が収束に向かう中、令和５年度以降はコロナ禍から

の回復と円安による外国人観光客をはじめ多くの利用客が上高地を訪れたこと

や、料金の見直し等による経営改善により、黒字決算となっています。また、 

一定の現金預金が確保できたため、令和６年度には一般会計からの借入金を一

括返済することができました。 

今後は、コロナ禍での厳しい経営を教訓とし、令和８年度以降は黒字幅を上げ

ていき、計画最終年である令和１１年度には単年収支を１億円とする目標を設

定し、それに向けた計画としました。 

それを踏まえ、アルペンホテルは約１０，０００人、上高地食堂は約１５０，０００

人、徳沢ロッヂは約５，５００人の利用客を安定して誘客できるよう営業努力を

続けていきます。 

 

（ｲ）資本的収支  

計画期間中は、上高地アルペンホテルのエレベーター改修工事及び徳沢ロッヂ

の屋根改修工事を建設改良費として計上していますが、企業におけるキャッシュ

等の観点から、資本的収入となる企業債の借入は行いません。資本的収支はマイ

ナスとなりますが、収益的費用における現金の支出を必要としない費用（減価償

却費）の計上により、企業内部に留保される資金及び預金で補填します。 

  

イ 収支計画のうち投資について 

令和９年度に上高地アルペンホテルのエレベーター改修工事、令和１０年度に

徳沢ロッヂの屋根改修工事を計画しています。 

 

ウ 収支計画のうち財源について 

独立採算制の原則に則り、引き続き自主財源による経営を維持するとともに、

健全な経営に努めます。また、計画期間における財源の概要は次のとおりです。 

（ｱ）利用収益 

上高地アルペンホテルの宿泊収益等になります。過去の実績やリニューアル 

オープン等の影響を加味した利用者の推計に単価を乗じて試算しています。 
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昨今の物価上昇等を踏まえ、料金収入の安定と今後の施設改修等を見据えた 

    運営をするため、料金体系（単価）の改定を実施していきます。 

（ｲ）売店収益 

過去の実績等から利用者を推計し、過去の実績から算定した１人当たりの単価 

を乗じて試算しています。 

（ｳ）雑収益 

過去の実績等から試算しています。 

 

エ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

最小の費用で最大のサービスを提供することにより公共の福祉の増進に資する

地方公営企業の本旨に立ち返り、更なる経費節減を図ります。計画期間における

投資以外の経費は次のとおりです。 

（ｱ）各種原価 

飲食材料費や売店材料費等は収益と相関関係にあるため、過去の実績から原

価率を算定し、収益に原価率を乗じて試算しています。 

（ｲ）各種原価以外の経費 

     過去の実績等から計画期間中も継続的に発生するものを計上しています。 

 

（２）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組みや今後検討予定の取組みの概要 

ア 投資についての検討状況等 

更新投資等に関連して更新・大規模改修の金額を令和１２年度以降について計

画では見込んでいないため、次期経営戦略においては更新の有無も含めて検討が

必要になります。 

 

イ 財源についての検討状況等 

次期経営戦略対象期間（令和１２年度以降）において、大規模な修繕・更新投

資等が必要となった場合、現状の収益では充分に更新等の財源を賄えるか不透明

な状況であるため、利用客数の回復、増加だけでなく、利用料金の改定等を行い、

今後も直営施設として営業を行っていくために必要な財源を確保していきます。 

地方債についても、次期経営戦略対象期間中において、大規模な更新投資等に

より、自主財源による対応が困難な場合には、新規の起債について検討していく

ことが必要になります。 

  

ウ 投資以外の経費についての検討状況等 

民間活用等により経費の削減に努めます。 
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５ 経営戦略の実現に向けて 

（１）情報発信・外客誘致等を更に強化していくとともに、付加価値の高いサービスを 

提供することで利用者満足度を高めます。 

（２）令和５年度から実施している本部マネージャーの配置により、経営状況の分析や 

改善に努めます。 

（３）専門的なコンサルティングによる経費削減や就労環境の見直し等により、経営の 

安定化に努めます。 

（４）災害や有事の際など、公的施設の管理者として公共的な役割を担っていくことで、 

地域に寄り添い、常に必要とされる存在であることに努めます。 

（５）上高地の在り方検討に合わせて、地域の宿舎事業者等との関係を密にし、公営企 

業の役割と経営の在り方を検討します。 



  

 

 

（別表１） 

（単位：円，％）

１． (A) 156,294,070 185,421,096 304,926,616 447,638,677 520,604,455 553,960,568 558,280,000 575,028,400 592,279,252 610,047,630
(1) 156,294,070 185,421,096 304,926,616 447,638,677 520,604,455 553,960,568 558,280,000 575,028,400 592,279,252 610,047,630
(2) (B)
(3)
２． 13,855,807 8,137,592 5,446,597 2,667,711 2,925,069 2,501,438 2,237,849 2,237,849 2,237,849 2,237,849
(1)

(2) 2,217,849 2,217,849 2,217,849 2,217,849 2,217,849 2,217,849 2,217,849 2,217,849 2,217,849 2,217,849
(3) 11,637,958 5,919,743 3,228,748 449,862 707,220 283,589 20,000 20,000 20,000 20,000

(C) 170,149,877 193,558,688 310,373,213 450,306,388 523,529,524 556,462,006 560,517,849 577,266,249 594,517,101 612,285,479
１． 233,699,228 256,395,006 312,861,943 385,215,627 434,315,378 466,932,006 499,597,849 503,519,836 507,485,516 511,495,467
(1) 88,185,169 101,717,700 110,793,661 134,067,049 145,675,073 159,747,647 160,546,385 162,954,581 165,398,900 167,879,883

88,185,169 101,717,700 110,793,661 134,067,049 145,675,073 159,747,647 160,546,385 162,954,581 165,398,900 167,879,883

(2) 112,755,241 121,829,388 169,220,364 209,646,206 247,137,933 269,608,738 302,758,400 304,272,192 305,793,553 307,322,521
14,946,563 21,151,903 13,241,439 16,771,697 25,478,079 26,457,547 26,589,835 26,722,784 26,856,398 26,990,680
2,194,553 5,582,596 2,650,881 1,501,373 5,328,370 9,683,198 9,731,614 9,780,272 9,829,173 9,878,319

40,858,351 45,020,747 75,111,350 110,166,350 129,029,037 147,952,740 148,692,504 149,435,966 150,183,146 150,934,062
54,755,774 50,074,142 78,216,694 81,206,786 87,302,447 85,515,253 117,744,448 118,333,170 118,924,836 119,519,460

(3) 32,758,818 32,847,918 32,847,918 41,502,372 41,502,372 37,575,621 36,293,063 36,293,063 36,293,063 36,293,063
２． 1,520,196 1,418,762 1,457,992 1,325,917 1,167,981 880,000 340,000 210,000 100,000 40,000
(1) 1,520,196 1,418,762 1,457,992 1,325,917 1,167,981 880,000 340,000 210,000 100,000 40,000

(2)
(D) 235,219,424 257,813,768 314,319,935 386,541,544 435,483,359 467,812,006 499,937,849 503,729,836 507,585,516 511,535,467
(E) △ 65,069,547 △ 64,255,080 △ 3,946,722 63,764,844 88,046,165 88,650,000 60,580,000 73,536,413 86,931,585 100,750,011
(F) 128,996
(G) 40,397,652
(H) △ 40,268,656

△ 65,069,547 △ 64,255,080 △ 3,946,722 23,496,188 88,046,165 88,650,000 60,580,000 73,536,413 86,931,585 100,750,011
(I) △ 120,587,087 △ 184,842,167 △ 188,788,889 △ 165,292,701 △ 77,246,536 11,403,464 71,983,464 145,519,877 232,451,462 333,201,473
(J) 70,155,699 87,439,660 75,042,476 129,088,494 126,853,339 202,080,000 244,970,000 289,782,000 293,420,000 316,867,000

(K) 42,884,711 50,628,683 65,729,816 74,570,133 56,851,960 62,021,176 69,646,971 69,995,206 70,345,182 70,696,908

( I )
(A)-(B)

(L)

(M) 156,294,070 185,421,096 304,926,616 447,638,677 520,604,455 553,960,568 558,280,000 575,028,400 592,279,252 610,047,630

(N)

(O)

(P)

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

特 別 損 益 (F)-(G)
当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金
流 動 負 債

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

特 別 損 失

材 料 費
そ の 他

減 価 償 却 費
営 業 外 費 用
支 払 利 息
う ち 資 本 費 平 準 化 債 分

収

益

的

収

支

そ の 他
支 出 計

経 常 損 益 (C)-(D)
特 別 利 益

収

益

的

支

出

営 業 費 用

動 力 費
修 繕 費

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

収 入 計
そ の 他

職 員 給 与 費
人 件 費
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費

令和５年度
（決　算）

令和１０年度 令和１１年度
令和６年度
（決　算）

令和７年度
（決算見込み）

令和８年度 令和９年度

営 業 外 収 益

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

令和４年度
（決　算）

営 業 収 益

年　　　　　　度

　区　　　　　　分
収

益

的

収

入

令和２年度
（決　算）

令和３年度
（決　算）

経営戦略期間（令和２年度から令和１１年度）における収益的収支 



  

 

 

（別表２） 

（単位：円）

　区　　　分

１． 1,600,000

２．

３．

４．

５． 87,600,000

６．

７．

８．

９．

(A) 1,600,000 87,600,000

(B)

(C) 1,600,000 87,600,000

１． 1,650,000 3,070,000 7,110,000 8,000,000 14,000,000

２． 30,880,000 41,379,000 44,435,000 44,448,332 48,110,334 43,714,334 43,181,000 43,181,000 43,181,000 43,181,000

３． 9,733,332 77,866,668

４．

５．

(D) 32,530,000 41,379,000 44,435,000 54,181,664 125,977,002 46,784,334 50,291,000 51,181,000 57,181,000 43,181,000

(E) 30,930,000 △ 46,221,000 44,435,000 54,181,664 125,977,002 46,784,334 50,291,000 51,181,000 57,181,000 43,181,000

１． 30,880,000 41,379,000 44,435,000 44,448,332 48,110,334 43,714,334 43,181,000 43,181,000 43,181,000 43,181,000

２．

３．

４．

(F) 30,880,000 41,379,000 44,435,000 44,448,332 48,110,334 43,714,334 43,181,000 43,181,000 43,181,000 43,181,000

50,000 △ 87,600,000 9,733,332 77,866,668 3,070,000 7,110,000 8,000,000 14,000,000

(G)

(H) 478,046,000 436,667,000 392,232,000 347,783,668 299,673,334 255,959,000 212,778,000 169,597,000 126,416,000 83,235,000

○他会計繰入金

年　　　　　度

区　　　　　分

令和１１年度

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

令和４年度
（決　算）

令和５年度
（決　算）

令和６年度
（決 算）

令和７年度
（決算見込み）

令和８年度 令和９年度 令和１０年度

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

令和３年度
（決　算）

年　　　度　
令和２年度
（決　算）

資

本

的

収

入

他 会 計 へ の 支 出 金

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国（都道府県）補助金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

計

そ の 他

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

うち資本費平準化債償還金

他会計長期借入返還金

令和１１年度

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に不
足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

(A)のうち翌年度へ繰り越
される支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

令和７年度
（決算見込み）

令和８年度 令和９年度 令和１０年度

う ち 基 準 内 繰 入 金

令和５年度
（決　算）

令和４年度
（決　算）

令和３年度
（決　算）

令和２年度
（決　算）

令和６年度
（決 算）

合　　　　計

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 外 繰 入 金

経営戦略期間（令和２年度から令和１１年度）における資本的収支 



  

 

 

経営比較分析表（令和6年度決算）
長野県松本市　上高地アルペンホテル

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例

当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ２Ｂ２ その他 25,298 無 20.0 ■

有 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　令和6年度の施設の利用状況については前年度並みで
したが、コロナ禍からの回復や円安等の影響、物価なら
びに原材料の高騰に伴う客単価の見直しを行った事など
を理由に経常収支比率（当該地）は前年度を上回りまし
た。
　定員稼働率は、当施設が期間営業（4月～11月）であ
ることから、類似施設平均値より低い数値となっていま
す。
　売上高GOP比率・EBITDAについては、収益増により昨
年に引き続きプラス値となりました。

R02 R03

0.0 76.6 4,228 135 有 100.0

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

0 0 0 2. 資産等の状況について当該値 0 0113.6 123.3 当該値 0.0 0.0

平均値 121.9 70.7 81.8 85.8 84.2

0.0 0.0 0.0当該値 75.3 71.2 100.6

　平成27年度から平成29年度に行われた大規模改修工事
で設備等の更新を行い、それに伴い企業債を発行しまし
た。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年度
から令和3年度にかけて利用客及び収益が激減したこと
から累積欠損金が発生しております。
　今後はコロナ禍での厳しい経営を教訓とし、単年収支
による黒字幅を上げていくことで累積欠損金の解消に努
めます。

3. 利用の状況について
　施設の規模を踏まえ、現状の利用客数が頭打ちとなっ
ている事から今後の大幅な増加は見込めません。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 4,609 1,095 1,117 1,305 995平均値 10.1 10.6 9.2 9.6 10.4

R06R05

当該値 8.7 8.7 16.7 20.2 20.2 当該値 0.0 0.0

R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

18,951 11,107 72,733

平均値 13.0 16.8 27.4 28.4 27.7 平均値

12.8 25.2 30.2 当該値 △9,920 △18,5420.0 0.0 0.0 当該値 △11.3 △19.5

△12,817 △34,626 △2,345 10,168 11,106

2.資産等の状況

△45.4 △30.6 △7.2 4.5 △2.4 平均値35.6 33.2 25.9 27.5 33.8 平均値

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
（ア）急速な人口減少に伴うサービス需要の減少
→人気の観光地であり、外国人観光客をはじめ利用客が
年々増えているため、現状は課題がないと考えます。
（イ）施設の老朽化に伴う更新需要の増大
→リニューアルオープンから8年が経過しますが、現状
は課題がないと考えます。今後は施設の老朽化に伴う改
修費の増大を見据えて、経営基盤の強化と財政マネジメ
ントの向上を図ります。
（ウ）公営企業に携わる人材確保の困難
→働く従業員の人手の確保に苦慮しており、やむなく短
期の派遣従業員に頼らざるを得ない状況となっていま
す。処遇の改善や、登山や自然が好きな方に対して山を
楽しみながら働ける魅力をPRしていきます。
（エ）近年の職員給与費の増加や物価高騰による営業費
用の増加の影響
→昨今の物価高により材料費をはじめとした仕入れが高
騰していますが、適正な価格設定を検討することで営業
利益の改善に努めます。

1,195,909

⑩設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06

14.8 161.4 79.3 58.736.9 当該値 316.8当該値 46.8 48.1 49.4 52.5
0

R02 R03 R04

平均値 289.2 341.8

54.1 当該値 77.2 99.7 61.9

平均値 61.1 61.9 56.3 79.8 79.8

244.8

31.2 44.2 52.3204.4 92.3 83.5 平均値 104.3 61.1

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)

【498】

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

②他会計補助金比率(％)

【9.1】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

①経常収支比率(％)

【89.4】

△40,000

△20,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)

【11,944】

△50.0

△40.0

△30.0

△20.0

△10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

⑥売上高ＧＯＰ比率(％)

【7.7】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

⑤売上高人件費比率(％)

【32.5】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

④定員稼働率(％)

【22.0】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

⑫企業債残高対料金収入比率(％)

【38.7】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

⑪累積欠損金比率(％)

【91.5】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

⑧有形固定資産減価償却率(％)

【66.8】

0.00%

0.01%

0.02%

0.03%

0.04%

0.05%

0.06%

0.07%

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

12.00%

14.00%

16.00%

18.00%

20.00%

R02 R03 R04 R05 R06

市町村(左軸) 公営企業(右軸)

⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

（別表３） 
経営比較分析表（上高地アルペンホテル） 



  

 
 

-

161.4 79.3 58.761.9 36.9 14.8 平均値 - -

当該値 - - 49.4 52.5
0

R02 R03 R04

平均値 - -

54.1 当該値 - - 61.9

平均値 - - 49.4 52.5 54.1

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
（ア）急速な人口減少に伴うサービス需要の減少
→人気の観光地であり、外国人観光客をはじめ利用客が
年々増えているため、現状は課題がないと考えます。
（イ）施設の老朽化に伴う更新需要の増大
→現状は課題がないと考えますが、今後の施設の老朽化
に伴う改修費の増大を見据えて、経営基盤の強化と財政
マネジメントの向上を図ります。
（ウ）公営企業に携わる人材確保の困難
→働く従業員の人手の確保に苦慮しており、やむなく短
期の派遣従業員に頼らざるを得ない状況となっていま
す。処遇の改善や、登山や自然が好きな方に対して山を
楽しみながら働ける魅力をPRしていきます。
（エ）近年の職員給与費の増加や物価高騰による営業費
用の増加の影響
→昨今の物価高により材料費をはじめとした仕入れが高
騰していますが、適正な価格設定を検討することで営業
利益の改善に努めます。

1,195,909

⑩設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06

14.8 161.4 79.3 58.736.9 当該値 -

△4,919 32,479 37,031

2.資産等の状況

- - △6.0 21.5 20.2 平均値- - 0.0 0.0 0.0 平均値

△4,919 32,479 37,031

平均値 - - - - - 平均値

△6.0 21.5 20.2 当該値 - -0.0 0.0 0.0 当該値 - -

- -

R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

当該値 - - - - - 当該値 - -

　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年度
から令和3年度にかけて利用客及び収益が激減したこと
から累積欠損金が発生しております。
　今後はコロナ禍での厳しい経営を教訓とし、単年収支
による黒字幅を上げていくことで累積欠損金の解消に努
めます。

3. 利用の状況について
※宿泊施設ではないため、分析不可

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 - - 0 0 0平均値 - - 0.0 0.0 0.0

R06R05

平均値 - - 94.3 124.8 123.3

0.0 0.0 0.0当該値 - - 94.3

R05 R06 R02 R03 R04

0 0 0 2. 資産等の状況について当該値 - -124.8 123.3 当該値 - -

有 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　令和6年度の施設の利用状況については前年度並み
で、経常収支比率（当該地）についても高い数値となっ
ています。
　売上高GOP比率・EBITDAについては、昨年に引き続き
プラス値となりました。

R02 R03

0.0 76.6 445 0 有 100.0

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04

当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ｃ その他 1,433 無 0.0 ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
長野県松本市　上高地食堂

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)

【498】
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②他会計補助金比率(％)

【9.1】
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①経常収支比率(％)

【89.4】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)

【11,944】

△10.0

△5.0

0.0
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

（別表４） 経営比較分析表（上高地食堂） 



  

 

 

経営比較分析表（令和6年度決算）
長野県松本市　徳沢ロッヂ

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例

当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ２ その他 17,762 無 5.0 ■

有 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　令和6年度の施設の利用状況については前年度並
みで、経常収支比率は微減となりました。
　定員稼働率は、当施設が期間営業（4月～11月）
であることから、類似施設平均値より低い数値と
なっています。
　売上高GOP比率・EBITDAについては、収益増によ
り昨年に引き続きプラス値となりました。

R02 R03

0.0 76.6 868 80 無 100.0

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

0 0 0 2. 資産等の状況について当該値 0 0132.5 131.8 当該値 0.0 0.0

平均値 65.0 78.8 83.0 101.0 91.4

0.0 0.0 0.0当該値 63.6 89.1 120.1

　平成26年度から平成27年度に行われた大規模改
修工事で設備等の更新を行い、それに伴い企業債
を発行しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2
年度から令和3年度にかけて利用客及び収益が激減
したことから累積欠損金が発生しております。
　今後はコロナ禍での厳しい経営を教訓とし、単
年収支による黒字幅を上げていくことで累積欠損
金の解消に努めます。

3. 利用の状況について
　施設の規模を踏まえ、現状の利用客数が頭打ち
となっている事から今後の大幅な増加は見込めま
せん。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 16 0 0 0 0平均値 0.0 0.4 0.4 0.3 0.6

R06R05

当該値 7.0 10.8 14.7 17.3 17.5 当該値 0.0 0.0

R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

23,474 32,734 34,052

平均値 11.8 15.0 19.3 20.6 19.4 平均値

36.4 40.1 38.4 当該値 △2,709 7,3130.0 0.0 0.0 当該値 △9.9 18.7

△13,677 △11,077 23,237 19,256 19,971

2.資産等の状況

△56.7 △21.5 △89.5 0.0 △33.9 平均値13.6 29.0 9.4 9.7 11.0 平均値

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
（ア）急速な人口減少に伴うサービス需要の減少
→人気の観光地であり、外国人観光客をはじめ利用客が
年々増えているため、現状は課題がないと考えます。
（イ）施設の老朽化に伴う更新需要の増大
→リニューアルオープンから10年が経過しますが、現状
は課題がないと考えます。今後は施設の老朽化に伴う改
修費の増大を見据えて、経営基盤の強化と財政マネジメ
ントの向上を図ります。
（ウ）公営企業に携わる人材確保の困難
→働く従業員の人手の確保に苦慮しており、やむなく短
期の派遣従業員に頼らざるを得ない状況となっていま
す。処遇の改善や、登山や自然が好きな方に対して山を
楽しみながら働ける魅力をPRしていきます。
（エ）近年の職員給与費の増加や物価高騰による営業費
用の増加の影響
→昨今の物価高により材料費をはじめとした仕入れが高
騰していますが、適正な価格設定を検討することで営業
利益の改善に努めます。

1,195,909

⑩設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06

14.8 161.4 79.3 58.736.9 当該値 316.8当該値 46.8 48.1 49.4 52.5
0

R02 R03 R04

平均値 51.5 66.5

54.1 当該値 77.2 99.7 61.9

平均値 46.4 47.0 49.4 53.1 55.8
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

（別表５） 経営比較分析表（徳沢ロッヂ） 



  

 
 

224.8

107.6 52.9 39.141.3 24.6 9.9 平均値 211.2 156.5

当該値 46.8 48.1 49.4 52.5
0

R02 R03 R04

平均値 51.5 66.5

54.1 当該値 77.2 99.7 61.9

平均値 46.4 47.0 49.4 53.1 55.8

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
（ア）急速な人口減少に伴うサービス需要の減少
→平成26年の御嶽山の噴火、近年著しく発生する焼岳の
火山性地震の増加により利用客数が伸びない状況となっ
ています。
（イ）施設の老朽化に伴う更新需要の増大
→建築から50年以上が経過していますが、焼岳小屋の在
り方を検討する時期に来ているため、現状更新の予定は
ありません。
（ウ）公営企業に携わる人材確保の困難
→焼岳が活火山であることから、有事の際、地形、気候
等を熟知している者に業務を委託する必要性があること
が課題となっています。
（エ）近年の職員給与費の増加や物価高騰による営業費
用の増加の影響
→昨今の物価高により材料費をはじめとした仕入れが高
騰していますが、適正な価格設定を検討することで営業
利益の改善に努めます。

1,195,909

⑩設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06

14.8 161.4 79.3 58.736.9 当該値 316.8

23,237 19,256 19,971

2.資産等の状況

△56.7 △21.5 △89.5 0.0 △33.9 平均値13.6 29.0 9.4 9.7 11.0 平均値

△6,999 △2,776 △5,433

平均値 11.8 15.0 19.3 20.6 19.4 平均値

△311.2 △42.8 △142.8 当該値 △5,730 △4,4690.0 0.0 0.0 当該値 △149.2 △89.7

△13,677 △11,077

R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

当該値 2.9 3.3 1.4 5.2 2.5 当該値 0.0 0.0

　自然災害の影響を受けやすい山小屋であることから、
利用客数が安定せず、収益性が乏しいことから累積欠損
金が発生しております。
　当施設は建築から50年以上が経過しているため、今後
は施設の在り方について検討します。

3. 利用の状況について
　焼岳小屋の主な利用者は登山者になりますが、同じ活
火山である御嶽山の噴火災害等の影響や日帰りで登るこ
とができることなどから、利用者が低い水準で推移して
います。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 16 0 0 0 0平均値 0.0 0.4 0.4 0.3 0.6

R06R05

平均値 65.0 78.8 83.0 101.0 91.4

0.0 0.0 0.0当該値 39.8 52.3 24.1

R05 R06 R02 R03 R04

0 0 0 2. 資産等の状況について当該値 0 069.5 40.9 当該値 0.0 0.0

無 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について
　令和6年度は、焼岳の火山性地震の増加に伴い、6月7
日に気象庁から臨時の解説情報が発表されました。
　その影響により当該施設については宿泊事業の開始が
1か月余り延期となり、売上高GOP及びEBITDAについて
も、収益が減少した事でマイナス値が大きくなりまし
た。
　収益に影響する定員稼働率についても、同理由により
低い数値となりました。
　当施設は活火山に位置する山小屋である事から、平成
26年の御嶽山の噴火を機に利用者数も減少している傾向
にあるため、今後の利用者の回復は見込めない状況で
す。

R02 R03

0.0 76.6 65 25 無 0.0

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04

当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ２ その他 12,952 無 0.0 ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
長野県松本市　焼岳小屋

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

（別表６） 経営比較分析表（焼岳小屋） 


